
 

 

 

 

 

 

 

いしかわ百万石文化祭 2023 まで１カ月 

兼六園周辺文化の森一帯で皇室ゆかりの音楽、食、建築に触れる企画を初開催 

 

   石川県立美術館と国立工芸館で 10月 14日～11月 26日に開催する、いしかわ百万石文化祭

2023のメイン行事「皇居三の丸尚蔵館収蔵品展 皇室と石川 －麗しき美の煌めき－」に合わ

せ、兼六園周辺文化の森の文化施設において、皇室ゆかりの文化にちなんだ演奏会や朗読会、講

演会などを初めて開催します。 

 

１.「雅楽」にちなんだイベント 

 

 ①記念演奏会「雅楽 ―麗しの響き―」（別紙チラシをご参照ください） 

   国登録有形文化財の石川県立能楽堂能舞台において、初めて雅楽の演奏会を実施します。本展覧

会で国立工芸館に通期展示される《萬歳楽置物》（初代德田八十吉ほか）にちなみ、舞楽「萬歳楽」

などを上演します。楽器や装束、演目の解説を交え、皇室ゆかりの音楽に理解を深めていただき

ます。 

   

日 時：11月 11日（土）14時～16時（13時開場） 

  場 所：石川県立能楽堂 

  出 演：一般社団法人 大阪楽所 

  料 金：一般 1,500円、高校生以下無料 ※9月 15日（金）チケット発売 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

舞楽「萬歳楽」（一般社団法人大阪楽所提供） 

 

〈資料提供〉 

令和５年９月１４日 

県民文化スポーツ部文化振興課 

担当：梅本、本間  

TEL：076-225-1371（内線 3841） 



②『源氏物語』の朗読会と雅楽演奏 

   雅楽と皇室の歴史は古く、平安時代には宮廷芸能として浸透しました。不朽の名作『源氏物語』 

   にも雅楽の演奏シーンが数多く登場します。石川近代文学館（石川四高記念文化交流館内）で 

は、作家・瀬戸内寂聴が現代語訳した『源氏物語』の朗読と雅楽演奏を織り交ぜ、雅な世界観を 

味わっていただきます。 

   

  日 時：11月 5日（日）14時～15時（13時半開場） 

  場 所：石川四高記念文化交流館 多目的利用室 

  出 演：朗読 所村佳子氏／雅楽演奏（龍笛） 本嶋実千浩氏ほか 

  定 員：30人 

  料 金：無料、開催日の１カ月前から電話申込が必要（TEL 076-262-5464） 

 

２.皇室の食文化にまつわるイベント 

 

 ①皇室の食フォーラム 

   TBSドラマ「天皇の料理番」の料理を監修した料理研究家・脇雅世さんが、大正天皇の「御即 

位の御大礼の晩餐会」再現の逸話を紹介します。 

 

  日 時：11月 3日（金・祝）14時～15時 

  場 所：石川県立美術館ホール 

  料 金：無料、申込不要（先着順） 

 

 ②朗読会『天皇の料理番』 

杉森久英（七尾市出身）の人気伝記小説「天皇の料理番」を朗読します。 

   

  日 時：10月 28日（土）14時～15時（13時半開場） 

場 所：石川四高記念文化交流館 多目的利用室 

出 演：朗読 茶谷幸也氏 

定 員：30人 

料 金：無料、開催日の１カ月前から電話申込が必要（TEL 076-262-5464） 

 

３.皇室ゆかりの建築に関するイベント 

 

①講演会「迎賓館赤坂離宮の今昔と見どころ紹介」 

   国宝「迎賓館赤坂離宮」は皇太子殿下（後の大正天皇）のご成婚を控え、明治 42 年（1909 年）、 

東宮御所（皇太子殿下のお住まい）として建設されました。明治の洋風建築技術の総決算と称さ 

れる建築の魅力に迫ります。 

 

   講 師：内閣府迎賓館次長 岡本信一氏 

   日 時：11月 4日（土）14時～15時半 

   場 所：国立工芸館多目的室 

   料 金：無料 

 



 

４.「皇居三の丸尚蔵館収蔵品展 皇室と石川 ―麗しき美の煌めき―」の関連イベントについて 

 

 ①講演会「皇室と加賀藩前田家の縁（えにし）―皇居三の丸尚蔵館の収蔵品から―」（仮） 

  講 師：前宮内庁三の丸尚蔵館首席研究官 太田彩氏   

日 時：10月 22日（日）13時半～15時 

    会 場：県立美術館ホール 

  料 金：無料 

   

 ②講演会「三の丸尚蔵館の過去・現在・未来」（仮） 

  講 師：皇居三の丸尚蔵館学芸部 朝賀浩氏 

  日 時：11月 23日（木・祝）13時半～15時 

  会 場：県立美術館ホール 

  料 金：無料 

 

 ③ワークショップ「みんなでつくろう！扇面散屏風」（仮） 

  講 師：皇居三の丸尚蔵館学芸部 井上真里奈氏、木谷知香氏 

  日 時：11月 18日（土）14時～15時半、11月 19日（日）10時半～12時 

    会 場：県立美術館講義室 

  定 員：各回 10組程度 

料 金：無料 

内 容：県立美術館で通期展示される《扇面散屏風》（俵屋宗達筆、皇居三の丸尚蔵館収蔵）を参考

に、扇をデザインして屏風に貼り付け、ひとつの大きな扇面散屏風を作ります。 

   

５.周辺施設における皇室ゆかりの展覧会について 

 

 ①石川近代文学館（石川四高記念文化交流館内）企画展「大和し思ほゆ―文学に探す雅のすがた」 

  会 期：10月 14日（土）～12月 17日（日） 

  内 容：『萬葉集』など古典の中に登場する石川関連の記述や、石川県ゆかりの作家が宮廷や皇族た

ちの姿をモデルに描いた作品を展示します。 

 

 ②石川県立図書館ミニ展示「行幸・行啓～石川県へのご来県の記録～」 

  会 期：9月 26日（火）～2024年 1月 21日（日） 

  内 容：石川県への皇室ご来県に関わる資料を一堂に集め、明治から令和までの天皇皇后両陛下と

皇太子同妃両殿下のご来県のご様子を振り返ります。 

 

 ③いしかわ生活工芸ミュージアム企画展「伝統と今をつなぐ 皇室と石川の工芸作家たち」 

  会 期：9月 1日（金）～10月 23日（月） 

  内 容：石川の工芸作家たちが、様々な場面で皇室と関わりながら、格調高い作品を皇室に納めて

きたことは、個々の作家の力量が高いことの表れです。そうした作家の作品とともに、石

川の工芸の風格を感じさせる美と伝統の技を紹介します。 

 

 



６.「皇居三の丸尚蔵館収蔵品展 皇室と石川 ―麗しき美の煌めき―」の概要  

 

展 覧 会 名 称 第 38回国民文化祭 第 23回全国障害者芸術・文化祭 

いしかわ百万石文化祭 2023 

「皇居三の丸尚蔵館収蔵品展 皇室と石川 ―麗しき美の煌めき―」 

会 期 令和 5年 10月 14日(土)～11月 26日(日) 

前期展示：10月 14日(土)～11月 5日（日） 

後期展示：11月７日(火)～11月 26日（日） ※11月 6日（月）は展示替休館 

開 館 時 間 9：30～18：00（入館は 17:30まで） 

※但し、10 月 28 日（土）、11 月 3 日（金・祝）、4 日（土）、11 日（土）、18 日

（土）、23日（木・祝）、24日（金）、25日（土）は 20:00まで延長（入館は 19:30

まで） 

会 場 石川県立美術館（〒920-0963石川県金沢市出羽町２－１） 

国立工芸館(〒920-0963石川県金沢市出羽町３－２) 

お 問 い 合 わ せ 石川県立美術館 076-231-7580 https://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/ 

国立工芸館 050-5541-8600（ハローダイヤル 9:00～20:00） 

https://www.momat.go.jp/craft-museum/ 

主 催 石川県立美術館、国立工芸館、いしかわ百万石文化祭 2023 実行委員会、 

宮内庁、文化庁、独立行政法人国立文化財機構 

共 催 北國新聞社 

特 別 協 力 紡ぐプロジェクト、読売新聞社、公益財団法人前田育徳会 

観 覧 料 2館共通券： 一般 1,500（1,200）円 、大学生 1,000（800）円 

＊高校生以下、18歳未満、障害者手帳をご提示の方とその付添者（1名）は無料 
＊（）内は前売料金・20名以上の団体料金・割引料金。いずれも消費税込 
＊前売発売は 10月 13日（金）まで 
＊65歳以上の方は団体料金・割引料金 
＊いしかわ文化の日（10/15）、文化の日（11/3）は団体料金・割引料金 

特 設 サ イ ト https://ishibi-ncm2023.com/ 

 






	0914_皇室関連事業リリース
	★最終　雅楽チラシ

